
本著作集の特色
▪
収
録
作
品
は｢

小
説｣

、｢

初
期
文
集｣

、｢

韻
文｣

、｢

戯
曲｣

、｢

日
本
語
表
現｣

、

｢

随
筆｣

の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
初
出
に
よ
る
発
表
年
順
に
編
成
し
た
。

▪
各
巻
の
冒
頭
に
は
そ
の
時
期
の
代
表
作
と
な
る
作
品
を
置
い
た
。

▪
底
本
に
は
、
原
則
と
し
て
単
行
本
初
版
を
採
用
し
た
。

▪
従
来
の
選
集
や
目
録
類
か
ら
漏
れ
た
雑
文
類
も
可
能
な
限
り
収
め
た
。

▪
初
め
て
の
翻
刻
を
多
く
含
む｢

書
簡｣

、｢

宛
書
簡｣

、｢

日
記｣

は
、
硯
友
社
同
人

を
は
じ
め
、
明
治
文
壇
の
交
友
関
係
を
知
る
重
要
な
資
料
。

各
巻
の
主
な
収
録
内
容

全
12
巻

第
１
巻
　
小
説
１・初
期
文
集

	

（
山
田
俊
治・十
重
田
裕
一
）

「
嘲
戒
小
説
天
狗
」「
風
琴
調
一
節
」「
武
蔵

野
」「
花
の
茨
、
茨
の
花
」「
籠
の
俘
囚
」「
玉

屋
の
廛
」「
花
ぐ
る
ま
」「
蝴
蝶
」ほ
か	

明
治
19

〜
22
年
頃
の
小
説
／
「
竪
琴
草
紙
」「
演
劇

改
良
会
」「
質
屋
庫
開
」ほ
か	

『
我
楽
多
文
庫
』

掲
載
の
小
説・韻
文・雑
文
類

第
２
巻
　
小
説
２

	

（
山
田
有
策
）

「
い
ち
ご
姫
」「
ま
つ
の
し
た
つ
ゆ
」「
葛
の

裏
葉
」「
嫁
入
り
支
度
に
教
師
三
昧
」「
腕
だ

め
し
」「
白
玉
蘭
」「
笹
り
ん
だ
う
」「
丸
二
つ

引
新
太
平
記
」「
盗
賊
秘
事
」ほ
か	

明
治
22
〜

24
年
頃
の
小
説

第
３
巻
　
小
説
３

	

（
須
田
千
里
）

「
雪
折
竹
」「
み
み
ず
ば
れ
」「
大
恥
辱
」「
猿

面
冠
者
」「
糸
犬
一
郎
」「
千
里
駿
馬
之
助
」

「
園
の
二
葉
」「
無
名
姫
」「
鰻
旦
那
」「
負
傷

兵
」「
里
見
勝
元
」「
武
者
魂
」ほ
か	

明
治
24
〜

29
年
頃
の
小
説

第
４
巻
　
小
説
４

	
（
関　
肇
）

「
阿
千
代
」「
峰
の
残
月
」「
後
の
残
月
」「
い

の
り
首
」「
閻
魔
地
蔵
」「
た
か
せ
川
」「
天
野

屋
利
兵
衛
」「
小
桜
鎧
之
助
」「
孫
右
衛
門
」ほ

か	

明
治
28
〜
30
年
頃
の
小
説

第
５
巻
　
小
説
５

	

（
中
丸
宣
明
）

「
可
憐
狂
」「
少
年
奴
隷
」「
狼
と
音
楽
」「
迷

耶
悟
乎
」「
帝
国
海
軍
」「
す
と
ら
い
き
」「
逆

雨
順
風
」「
毒
筆
新
聞
」「
三
千
号
の
配
達

夫
」ほ
か	

明
治
30
〜
33
年
頃
の
小
説

第
６
巻
　
小
説
６

	

（
谷
川
惠
一
）

「
義
気
の
義
三
」「
臣
民
の
情
」「
子
だ
か
ら
」

「
小
夜
が
た
り
」「
わ
が
妻
子
」「
刺
客
近
藤

勇
」「
女
装
の
探
偵
」「
桃
色
絹
」ほ
か	

明
治
33

〜
35
年
頃
の
小
説

第
７
巻
　
小
説
７

	

（
中
川
成
美
）

「
比
律
賓
独
立
戦
話
　
あ
ぎ
な
る
ど
」「
漁

隊
の
遠
征
」「
ベ
ネ
ジ
ユ
ラ
の
カ
ス
テ
ロ
」

「
比
律
賓
の
亡
命
青
年
」ほ
か	

明
治
35
〜
36

年
頃
の
小
説

第
８
巻
　
韻
文・戯
曲

	

（
坪
井
秀
人・宗
像
和
重
）

「
新
体
詞
選
」「
迷
の
淵
」「
る
ウ
ま
に
あ
軍

歌
」「
敵
は
幾
万
」ほ
か	

初
期
文
集
収
録
以
外

の
全
韻
文
／
「
村
上
義
光
錦
旗
風
」「
六
郎

太
夫
命
達
引
」「
夢
幻
日
記
」ほ
か	

全
戯
曲

第
９
巻
　
日
本
語
表
現

	

（
青
木
稔
弥
）

「
言
文
一
致
論
概
略
」「
日
本
韻
文
論
」「
日

本
辞
書
編
纂
法
私
見
」ほ
か	

言
文
一
致
論
、

韻
文
論
、
辞
書
編
纂
法
な
ど
日
本
語
表
現

に
関
す
る
評
論
類

第
10
巻
　
随
筆

	

（
宗
像
和
重
）

「
国
民
の
友
三
拾
七
号
附
録
の
挿
画
に
就

て
」「
戸
隠
山
紀
行
」「「
あ
ぎ
な
る
ど
」の
原

稿
を
捧
げ
る
に
付
い
て
の
言
」ほ
か	

評
論・

随
筆・雑
文
類

第
11
巻
　
書
簡・宛
書
簡・日
記

	

（
十
川
信
介
）

美
妙
発
書
簡・
宛
書
簡
の
翻
刻
／
青
春
日

記
、
明
治
39
年
、
明
治
40
年
、
明
治
43
年

の
日
記
を
翻
刻

第
12
巻
　
著
作・自
筆
資
料
目
録・

年
譜・収
録
書
目
索
引

＊
配
本
は
巻
数
順
を
予
定
　
＊（
　
）内
は
編
集
担
当
者

＊
内
容
は
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

「
山
田
美
妙
集
」を
推
薦
す
る

慶
応
４
年	（
一
八
六
八
）

７
月
８
日
、
父
吉
雄（
旧
南
部
藩

士
）、
母
よ
し（
海
保
家
養
女
）の
長
男

と
し
て
神
田
柳
町
に
生
ま
れ
る
。
本

名
武
太
郎

明
治
３
年	（
一
八
七
〇
）

３
歳
父
吉
雄
、
島
根
県
警
部
と
し
て
赴

任
。
家
族
は
芝
神
明
前
に
移
転
、
養

祖
母
マ
ス
、
母
よ
し
と
三
人
暮
ら

し
。
こ
の
頃
、
尾
崎
徳
太
郎（
紅
葉
）

と
知
り
合
う

明
治
8
年	（
一
八
七
五
）

8
歳
４
月
、
私
立
烏
森
学
校
入
学
。
12

月
、
公
立
巴
学
校
転
入

明
治
12
年	（
一
八
七
九
）

12
歳
巴
学
校
卒
業

明
治
13
年	（
一
八
八
〇
）

13
歳
１
月
、
東
京
府
第
二
中
学
校（
後
の

府
立
一
中
、
現
日
比
谷
高
校
）入
学
。

紅
葉
と
再
会

明
治
17
年	（
一
八
八
四
）

17
歳
９
月
、
大
学
予
備
門
入
学
。
尾
崎
紅

葉
、
夏
目
漱
石
、
正
岡
子
規
、
幸
田

露
伴
な
ど
と
と
も
に
学
ぶ

明
治
18
年	（
一
八
八
五
）

18
歳
２
月
、
尾
崎
紅
葉
、
石
橋
思
案
、
丸

岡
九
華
と
硯
友
社
を
結
成
。
５
月
、

「
我
楽
多
文
庫
」を
創
刊
。
一
、二
集

に「
竪
琴
草
紙
」発
表

明
治
19
年	（
一
八
八
六
）

19
歳
８
月
、
紅
葉
、
九
華
と『
新
体
詞
選
』

を
編
纂
。
９
月
、
大
学
予
備
門
退

学
。
こ
の
頃
か
ら「
言
文
一
致
」を
唱

え
る

明
治
20
年	（
一
八
八
七
） 

20
歳
６
月
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
入
学
不

許
可
。
７
月
、
成
美
社
入
社
、「
以

良
都
女
」編
集
に
関
わ
る
。
11
月
、

「
読
売
新
聞
」に
言
文
一
致
体
小
説

「
武
蔵
野
」発
表
。
12
月
、「
我
楽
多

文
庫
」に
言
文
一
致
体
小
説「
花
の

茨
、
茨
の
花
」発
表

明
治
21
年	（
一
八
八
八
） 

21
歳
８
月
、『
夏
木
立
』（
金
港
堂
）刊
行
。

９
月
、「
以
良
都
女
」一
五
号
よ
り
編

集
兼
発
行
人
。
10
月
、
金
港
堂
よ
り

「
都
の
花
」を
創
刊
、
主
筆
と
な
る
。

11
月
、
硯
友
社
と
の
関
係
悪
化
、「
我

楽
多
文
庫
」か
ら
硯
友
社
幹
美
妙
の

名
前
を
削
除
さ
れ
る

明
治
22
年	（
一
八
八
九
） 

22
歳
１
月
、「
蝴
蝶
」執
筆（「
国
民
之
友
」附

録
）、
渡
辺
省
亭
の
挿
絵「
裸
蝴
蝶
」

が
話
題
と
な
る
。
３
月
、
神
田
平
永

町
九
番
地
に
移
転
、「
以
良
都
女
」発

行
所
と
す
る
。
７
月
、「
い
ち
ご
姫
」

連
載
開
始（「
都
の
花
」、
翌
年
5
月
ま

で
）

明
治
23
年	（
一
八
九
〇
） 

23
歳
10
月
、「
日
本
韻
文
論
」連
載
開
始

（「
国
民
之
友
」、
翌
年
1
月
ま
で
、
未

完
）

明
治
24
年	（
一
八
九
一
） 

24
歳
７
月
、
国
民
新
聞
社
入
社
、
翌
年
退

社

明
治
25
年	（
一
八
九
二
） 

25
歳
７
月
、『
日
本
大
辞
書
』（
日
本
大
辞

書
発
行
所
）刊
行
開
始
。
以
後
、
日

本
語
改
良
の
た
め
多
く
の
辞
典
類
を

編
纂
、
執
筆

明
治
27
年	（
一
八
九
四
）

27
歳
４
月
、
演
劇
改
良
を
め
ぐ
っ
て
、
逍

遙
と
の
間
に
齟
齬
。
11
月
29
日
、「
万

朝
報
」に
女
性
関
係
を
暴
露
さ
れ
、

「
小
説
を
つ
く
る
方
便
な
り
」と
弁

明
。
逍
遙
か
ら
厳
し
い
批
判
を
受
け
る

明
治
28
年	（
一
八
九
五
） 

28
歳
４
月
、「
阿
千
代
」（「
文
芸
倶
楽
部
」）

発
表
。
６
月
、
父
吉
雄
、
美
妙
を
廃

嫡

明
治
29
年	（
一
八
九
六
） 

29
歳
元
旦
、
女
性
作
家
田
沢
稲
舟
と
結

婚
。
４
月
、
日
本
橋
の
芸
妓
西
戸

カ
ネ
を
山
田
家
に
入
れ
る
。
８
月
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
ア
ギ
ナ
ル
ド
挙
兵
。

９
月
10
日
、
稲
舟
、
肺
炎
の
た
め
鶴

岡
で
死
去
。「
万
朝
報
」は
稲
舟
自
殺

と
報
じ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
多
く

の
発
表
の
場
を
失
い
、
辞
典
類
の
原

稿
料
で
生
活
の
糧
を
得
る

明
治
30
年	（
一
八
九
七
）

30
歳
４
月
、
長
男
旭
彦
誕
生
。
９
月
、
養

祖
母
マ
ス
、
母
よ
し
と
別
居
、
王
子

村（
の
ち
の
滝
野
川
）へ
移
居

明
治
34
年	（
一
九
〇
一
）

34
歳
２
月
、
紅
葉
と
和
解
。
９
月
、
脳
充

血
で
卒
倒
、
以
後
禁
酒

明
治
35
年	（
一
九
〇
二
） 

35
歳
９
月
、『
比
律
賓
独
立
戦
話	

あ
ぎ
な

る
ど
』（
前
後
編
、
内
外
出
版
協
会
）刊

行
。
12
月
、
日
出
国
新
聞
入
社

明
治
36
年	（
一
九
〇
三
） 

36
歳
10
月
30
日
、
紅
葉
死
去
。
11
月
、
長

女
八
重
誕
生

明
治
37
年	（
一
九
〇
四
） 

37
歳
１
月
よ
り
死
直
前
ま
で
日
記
を
つ
け

る

明
治
38
年	（
一
九
〇
五
） 

38
歳
７
月
、『
大
辞
典
』執
筆
開
始

明
治
39
年	（
一
九
〇
六
） 

39
歳
10
月
、
三
男
叶
彦
誕
生

明
治
40
年	（
一
九
〇
七
） 

40
歳
1
月
13
日
、
明
治
27
年
11
月
29
日
付

の「
万
朝
報
」を
焼
き
捨
て
る
。
3

月
、
叶
彦
死
去

明
治
41
年	（
一
九
〇
八
） 

41
歳
大
阪
の
青
木
嵩
山
堂
よ
り『
大
辞
典
』

の
中
止
通
達
が
あ
る
も
、
村
上
浪
六

の
仲
介
に
よ
り
、
７
月
脱
稿
。
8
月

か
ら「
史
外
史
伝	

平
重
衡
」（「
や
ま

と
新
聞
」、
12
月
ま
で
）連
載
。
9
月
、

本
郷
区
駒
込
へ
転
居

明
治
42
年	（
一
九
〇
九
） 

42
歳
９
月
、
身
体
異
状
、
血
痰
を
見
る

明
治
43
年	（
一
九
一
〇
） 

43
歳
６
月
、「
史
外
史
伝	

平
重
衡
」（
今
古

堂
）刊
行
。
９
月
、
咽
喉
腐
爛
、
頸

腺
癌
腫
と
診
断
さ
れ
る
。
10
月
14

日
、
石
橋
思
案
に「
大
祖
母
に
圧
迫

さ
れ
て
硯
友
社
を
去
つ
た
旨
」を
話

す
。
妻
と
子
供
た
ち
に「
遺
言
状
の

下
書
」を
書
く
。
同
月
24
日
、
死
去
。

駒
込
染
井
墓
地
に
葬
る
。
12
月
、『
平

清
盛
』（
千
代
田
書
房
）刊
行

山
田
美
妙
は
二
十
歳（
明
治
二
十
年
）の
と
き
に
小
説『
武
蔵
野
』を「
読
売
新
聞
」に
発
表

し
、
言
文
一
致
の
小
説
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
二
十
一
歳
の
と
き
に『
夏
木
立
』（
短
編

集・
金
港
堂
）、
二
十
二
歳
で『
蝴
蝶
』（
国
民
之
友
）、
と
つ
ぎ
つ
ぎ
に
問
題
作
を
発
表
し
た
小

説
家
で
あ
る
。
近
代
小
説
の
文
体
は
美
妙
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
私
行
上
の
問
題
を
坪
内
逍
遥
に
批
判
さ
れ
て
、
以
後
は
不
遇
な
晩
年
を
お

く
っ
た
。「
少
年
名
を
成
す
は
第
一
の
不
幸
」で
、
当
代
の
文
壇
先
輩
を
乗
り
こ
え
て
ト
ン

ト
ン
拍
子
に
名
声
を
博
し
た
た
め
敵
が
多
か
っ
た
。
余
り
に
多
才
多
能
で
、「
我
楽
多
文

庫
」の
創
刊
に
か
か
わ
っ
た
尾
崎
紅
葉
と
も
袂
を
分
ち
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
た
。
明

治
の
は
ぐ
れ
狼
で
あ
る
。

は
ぐ
れ
つ
つ
も
、
没
す
る
四
十
三
歳
ま
で
、
小
説
の
ほ
か
詩・戯
曲・評
論・紀
行
な
ど
数

多
く
の
名
作
を
書
き
つ
づ
け
た
。
唱
歌
集・人
名
辞
典・地
名
辞
典・大
辞
典
な
ど
の
辞
典

編
集
で
も
先
駆
的
業
績
を
残
し
て
い
る
。

美
妙
の
執
筆
机
の
前
の
壁
に
は「
書
斎
は
戦
場
な
り
」と
書
い
た
貼
紙
が
あ
っ
た
。
明
治

の
文
壇
よ
り「
消
さ
れ
た
」美
妙
の
無
念
を
思
い
、
私
は『
美
妙
　
書
斎
は
戦
場
な
り
』（
中

央
公
論
新
社
）を
書
い
た
。
そ
れ
と
同
じ
と
き
に
、『
山
田
美
妙
集
』（
全
十
二
巻
）の
刊
行
が

は
じ
ま
る
。
没
後
一
〇
二
年
に
し
て
、
美
妙
の
小
説・韻
文・戯
曲・評
論・書
簡・日
記
の
全

貌
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
ば
ら
し
い
！

美
妙
は
、
小
説
家
と
編
集
者
を
兼
ね
た
、
明
治
近
代
文
学
の
混
沌
で
あ
る
。
地
を
這
う

よ
う
に
執
筆
を
つ
づ
け
た
美
妙
の
執
念
を
見
よ
。
こ
れ
ぞ
文
学
に
殉
職
し
た
人
間
の
姿
で

あ
る
。
臨
川
書
店
は
偉
い
！

こ
の
全
集
が
完
結
す
る
の
は
二
〇
一
五
年
一
月
と
い
う
か
ら
、
私
も
そ
れ
を
見
届
け
る

ま
で
あ
と
三
年
は
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
。
泣
く
な
美
妙
よ
、
貴
兄
が
ペ
ン
先
に
托
し
た
言

霊
の
一
文
字
〳
〵
が
、
い
ま
こ
こ
に
よ
み
が
え
る
。	

（
作
　
家
）

書
斎
は
戦
場
な
り	

嵐
山　
光
三
郎

泉
下
の
美
妙
に
も
届
け
た
い
朗
報	

木
村　
義
之

若
く
し
て
流
行
作
家
の
地
位
を
獲
得
し
、
言
文
一
致
運
動
史
に
逍
遙・四
迷・紅
葉
ら
と

並
ん
で
今
な
お
燦
然
と
名
を
連
ね
る
山
田
美
妙
に
は
、
そ
の
仕
事
量
に
見
合
う
規
模
の
著

作
集
が
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
文
の
分
散
に
は
不
便
を
感
じ
て
い
た
。
立
命
館
出
版
部

の『
美
妙
選
集
』は
種
々
の
事
情
か
ら
選
に
漏
れ
た
作
品
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
山
本
正

秀
編『
近
代
文
体
形
成
資
料
集
成
』に
も
美
妙
の
重
要
な
評
論
は
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
す

で
に
絶
版
と
な
っ
て
久
し
い
。
こ
う
し
た
美
妙
の
扱
い
を
か
ね
て
残
念
に
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
こ
の
た
び
大
規
模
な『
山
田
美
妙
集
』が
刊
行
さ
れ
る
と
の
朗
報
が
届
い
た
。

日
本
語
学
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
語
と
し
て
遺
さ
れ
た
資
料
は
当
期
の
日
本
語
を

知
る
た
め
の
立
派
な
研
究
素
材
で
あ
り
、
作
家
の
評
価
や
文
学
的
価
値
云
々
は
ひ
と
ま
ず

問
わ
な
い
の
が
ル
ー
ル
で
あ
る
。
美
妙
の
著
作
の
数
々
は
明
治
期
の
日
本
語
研
究
の
進
展

に
も
資
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
も
日
本
語
学
の
分
野
で
は
、

美
妙
の
言
文
一
致
論
と
そ
の
実
践
を
近
代
口
語
文
成
立
史
の
中
に
確
た
る
位
置
づ
け
を

行
っ
て
き
た
し
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を
記
述
し
た『
日
本
大
辞
書
』に
も
近
代
国
語
辞
書
史

上
の
画
期
的
な
試
み
と
し
て
評
価
を
与
え
て
き
た
。
し
か
し
、
言
文
一
致
体
小
説
と
し
て

の
価
値
は『
浮
雲
』が
リ
ー
ド
し
、
辞
書
の
完
成
度
で
も『
言
海
』に
及
ば
ず
、
と
い
う
世
間

の
評
価
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
も
た
し
か
で
、
総
体
的
に
は
マ
イ
ナ
ス
面
に
言
及
さ
れ
る

こ
と
の
多
い
美
妙
に
対
し
て
、
私
は
や
や
同
情
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
評
価
が
高
ま
ら

な
い
種
々
の
遠
因
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
私
は
異
能
の
人
と
し
て
の
山

田
美
妙
に
人
間
的
な
興
味
を
持
っ
て
し
ま
う
。
か
つ
て
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
本
間
久

雄
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
美
妙
の
自
筆
草
稿
を
調
べ
て
い
た
と
き
、
反
故
紙
と
見
紛
う
ほ
ど

に
び
っ
し
り
と
書
き
込
ま
れ
た
草
稿
の
一
葉
に「
睡
魔
」と
墨
書
さ
れ
た
落
書
き
の
二
文
字

が
今
も
鮮
烈
な
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
夜
を
日
に
継
い
で
言
葉
と
格
闘
す
る
美
妙
の

姿
を
想
像
し
つ
つ
、
伝
え
語
ら
れ
る
小
器
用
な
作
家
と
い
っ
た
美
妙
像
と
は
異
な
る
面
を

見
出
し
た
よ
う
に
感
じ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
、
没
後
百
年
を
経
て
本
格
的
著
作
集
が
刊
行
開
始
と
な
る
こ
と
を
、
真
っ
先
に

泉
下
の
美
妙
に
伝
え
た
い
気
が
す
る
。	

（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）

も
た
ら
さ
れ
る
恩
恵	

境
田　
稔
信

山
田
美
妙
は
文
学
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
国
語
学
者
で
も
あ
っ
た
。
言
文
一
致
や

句
読
点
類
の
使
用
と
い
っ
た
日
本
語
表
現
の
変
革
期
に
直
面
し
、
数
々
の
持
論
を
発
表・

実
践
し
て
い
る
。
ま
た
、
辞
典
の
編
纂
も
手
が
け
、『
日
本
大
辞
書
』『
日
本
地
名
全
辞
書
』

『
万
国
人
名
辞
書
』『
帝
国
以
呂
波
節
用
大
全
』『
漢
語
古
諺
熟
語
大
辞
林
』『
新
編
漢
語
辞
林
』

『
大
辞
典
』な
ど
を
出
版
し
た
。
た
と
え
ば『
日
本
大
辞
書
』を
見
る
と
、
句
点
と
読
点
の
中

間
的
な「
白
ゴ
マ
点
」を
使
っ
て
い
た
り
、
疑
問
符・感
嘆
符
を
古
典
の
引
用
文
に
ま
で
加

え
る
こ
と
を
し
て
い
る
。
日
本
で
初
め
て
ア
ク
セ
ン
ト
を
表
示
し
た
辞
典
で
あ
り
、
口
述

速
記
に
よ
っ
て
原
稿
が
作
ら
れ
、
口
語
体
の
語
釈
も
初
め
て
だ
っ
た
か
ら
、
か
な
り
革
新

的
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
学
以
外
の
活
躍
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か
れ
た
も
の
は
珍
し
く
、

一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。
美
妙
の
全
容
を
知
る
た
め
に
は
原
資

料
を
一
つ
一
つ
探
し
出
す
必
要
が
あ
り
、
一
部
の
専
門
家
を
除
い
て
縁
遠
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
こ
の『
山
田
美
妙
集
』に
お
い
て
、
小
説
類
の
み
な
ら
ず
、
評
論・随
筆・

書
簡・日
記
等
に
い
た
る
ま
で
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
収
録
さ
れ
る
と
い
う
。
刊
行
さ
れ
た

暁
に
は
、
お
お
い
に
美
妙
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ど
ん
な
研
究
に
お
い
て
も

原
典
を
確
認
す
る
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
が
、
ま
ず
は『
山
田
美
妙
集
』が
あ
れ
ば
、

容
易
に
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
研
究
者
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
近
代
文
学
に
興
味
を
い
だ
く
一
般
読
者
に
も
、
基
本
的
な
文
献
と
し
て
多
大
な
恩
恵

を
も
た
ら
す
の
は
間
違
い
な
い
。	

（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
講
師
）

真
の
美
妙
復
権
に
向
け
て
の
果
敢
な
試
み	

中
島　
国
彦

山
田
美
妙
は「
で
す
」、
二
葉
亭
四
迷
は「
だ
」、
尾
崎
紅
葉
は「
で
あ
る
」││
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
、
高
校
三
年
の
時
、
耳
に
し
た
。
言
文
一
致
文
体
の
創
出
に
関
係
す
る
知
識
だ

が
、
そ
れ
が
美
妙
の
名
を
知
っ
た
最
初
で
あ
る
。
戦
前
初
刊
の
岩
波
文
庫
は
絶
版
、
昔
出

て
い
た『
美
妙
選
集
』二
冊
は
古
書
価
が
高
く
、
図
書
館
で
見
る
し
か
な
い
。
そ
の
後
、
講

談
社
版『
日
本
現
代
文
学
全
集
』、
筑
摩
書
房
版『
明
治
文
学
全
集
』な
ど
の「
山
田
美
妙
集
」

で
、
主
要
作
品
を
読
む
こ
と
が
出
来
た
。『
武
蔵
野
』『
蝴
蝶
』な
ど
の
有
名
な
初
期
作
品
は

比
較
的
読
み
や
す
か
っ
た
が
、
文
学
史
的
に
重
要
な
文
学
者
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い

て
も
、
そ
の
他
の
作
品
を
眼
に
す
る
機
会
が
少
な
い
た
め
、
位
置
取
り
が
な
か
な
か
定
ま

ら
な
か
っ
た
。
文
才
は
理
解
出
来
て
も
、
文
末
の「
で
す
」に
は
、
ゆ
る
み
が
あ
り
、
句
点

の
後
の
一
字
開
け
も
、
ど
う
し
て
も
親
し
め
な
い
。
美
妙
に
と
っ
て
も
、
そ
う
し
た
外
面

は
損
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
た
。

美
妙
復
権
の
動
き
が
出
て
来
て
、
嵐
山
光
三
郎・山
田
篤
朗
氏
の
著
書
も
出
た
。
筑
摩

書
房
の『
明
治
の
文
学	

山
田
美
妙
』も
、
う
れ
し
い
一
冊
だ
っ
た
。
が
、
復
権
が
外
的
な

も
の
で
な
い
た
め
に
は
、
言
葉
の
内
実
、
そ
の
文
学
性
に
向
け
て
の
検
証
が
欠
か
せ
な

い
。
そ
の
第
一
歩
が
、
二
〇
一
〇
年
秋
に
日
本
近
代
文
学
館
で
開
催
さ
れ
た「
草
創
期
の
メ

デ
ィ
ア
に
生
き
て	

山
田
美
妙
没
後
一
〇
〇
年
」展
で
あ
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
の
整
備
が
進
め

ば
、
真
の
復
権
が
必
ず
実
現
す
る
││
三
か
所
に
分
散
さ
れ
て
い
た
資
料
が
一
堂
に
会
す

と
い
う
ド
ラ
マ
に
立
会
い
、
十
川
信
介
氏
を
中
心
と
し
た
編
集
委
員
の
努
力
を
目
の
当
た

り
に
し
、
そ
う
確
信
し
た
。
十
川
氏
が
新
し
い
岩
波
文
庫
を
編
み
、『
い
ち
ご
姫
』も
簡
単

に
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
批
判
を
受
け
な
が
ら「
で
す
」に
こ
だ
わ
っ
た
美
妙
の
、
文

体・語
り
の
構
造
や
人
物
像
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
、
新
し
い
証
明
が
当
て
ら
れ
た
。
雑
誌

「
文
学
」の
新
し
い
特
集
も
、
刺
激
に
満
ち
て
い
る
。
深
い
知
見
を
持
つ
多
く
の
編
者
に
恵

ま
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
美
妙
復
権
へ
の
好
機
に
違
い
な
い
。
先
ず
美
妙
を
虚
心
に
読
む
こ

と
││
そ
れ
を
実
現
さ
せ
て
く
れ
る
こ
の
企
画
が
、
近
代
文
学
研
究
全
体
を
も
充
実
さ
せ

て
く
れ
る
こ
と
を
、
本
当
に
幸
福
に
思
う
。	

（
早
稲
田
大
学
教
授
）

山
田
美
妙
略
年
譜
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